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 近年の気候変動を考える上で、海洋が吸収する CO2量を把握することは重要である。北極海は全海洋が年間に








 基礎生産力推定アルゴリズムの最適化には、Hirawake et al. (2012)のデータセットに加えて、海洋地球研究船
「みらい」の北極航海 MR12-E03 および MR13-06、「おしょろ丸」255 次 GRENE 北極航海で取得した基礎生産、
色素および光学観測データを用いた。また、生物過程と pCO2との関係については、海洋地球研究船「みらい」の
北極航海 MR12-E03 において測定された、表層水温(SST)、塩分(SSS)、クロロフィル a 濃度(Chl.a)、pCO2 を使用
した。pCO2 はキャビティリングダウン分光分析装置(CRDS)を用い、1 時間ごとに平均した後,SST、SSS、Chl.a と
比較した。また、海氷密接度(SIC)と 9 日間移動平均の基礎生産量を衛星データより求め、開氷期間の平均基礎生
産量および積算基礎生産量を算出した。さらに、それぞれの観測点を SST、SSS、Chl.a、開氷期間、開氷期間の平




産力を推定するにあたり有用であることが示された。観測をおこなった 9 月～10 月において、海氷融解水や強風
などの物理過程が顕著な海域では生物過程の寄与は小さく、CO2の吸収能力が低かった。一方、海氷融解水や強風
など CO2を放出するような物理過程の影響が小さい海域では CO2の吸収能力が高く、水塊が移流する過程におい
て生物過程による CO2の吸収が顕著であることが示唆された。以上の知見は、海洋環境の変化が激しく、CO2の
吸収量が多い西部北極圏海域の CO2収支の解明に大きく寄与するものと考えられる。 
 
